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日
本
の
西
端
に
あ
る
平
戸
諸
島
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
中
葉
以
降
、
キ
リ
シ
タ
ン
勢
力
が
浸
透
す

る
以
前
は
山
岳
信
仰
が
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
中
心
は
、
中
部
の
安
浦
岳
(
標
高
約
五
三
五
メ
ー
ト
ル
)
、
お
よ
び
南

部
の
志
々
伎
山
(
標
高
約
三
四
七
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
っ
た
。
志
々
伎
山
に
つ

(
-
)

い
て
は
、
既
に
紹
介
も
さ
れ
て
い
る
が
、
安
浦
岳
に
関
し
て
は
今
ま
で
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
安
浦
岳
に
は
楊
柳
山
西
禅
寺

と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
一
度
な
ら
ず
二
度
に
わ
た
っ
て
大
弾
圧
を
受
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

安
浦
岳
を
中
心
に
ご
-
概
略
だ
け
を
述
べ
て
み
る
O
一
度
目
は
1
五
五
〇

年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
始
ま
る
キ
リ
シ

タ
ン
の
布
教
の
時
で
あ
る
。
一
五
五
五
年
に
は
、
も
う
、
平
戸
領
主
、
松
浦

道
可
公
隆
信
は
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ン
ド
管
区
長
に
宛
て
書
状
を
送
り
、
平
戸
で

宣
教
師
達
を
歓
迎
し
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
、
そ
の
文
中
、
桧
浦
の
親
族
数

人
が
受
洗
し
た
こ
と
を
記
し
た
と
云
う
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」

に
よ
れ
ば
'
そ
れ
ら
は
生
月
の
龍
手
田
一
族
で
あ
り
、
フ
ロ
イ
ス
自
身
も
鹿

島
で
布
教
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト
教
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
も
は

や
仏
教
勢
力
と
の
衝
突
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
再
び
、
フ
ロ
イ
ス
の
記

ヤ
ス
マ
ン
ダ
キ

述
に
よ
れ
ば
、
平
戸
に
は
安
浦
岳
と
い
う
名
の
著
名
な
高
僧
が
住
ん
で
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
他
の
僧
侶
の
首
領
で
あ
っ
た
。
彼
は
常
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
教

え
に
対
す
る
最
大
の
敵
で
あ
-
、
彼
の
勧
め
で
、
十
字
架
は
破
壊
さ
れ
、
修

道
士
は
追
放
さ
れ
た
と
い
う
。
更
に
こ
の
仏
僧
は
殿
様
達
と
深
い
姻
戚
関
係

に
あ
っ
て
、
何
を
し
て
も
罪
科
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
常
に
修
道
士
達
は
そ

の
事
を
極
め
て
遺
憾
に
思
っ
て
い
た
。

つ
い
に
、
一
五
六
三
年
、
肥
州
殿
(
隆
信
)
に
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
諌

言
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
肥
州
殿
は
安
浦
岳
の
所
領
を
没
収
し
、
僧
侶
(
神
官
)

(
2
)

の
頭
を
追
放
し
た
と
い
う
。
実
に
翌
年
の
1
五
六
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
.

そ
し
て
、
そ
の
頃
、
安
浦
岳
の
麓
、
白
石
か
ら
ロ
レ
ン
ソ
と
い
う
高
名
な
イ

ル
マ
ン
さ
え
出
た
と
い
う
。
彼
は
元
来
、
盲
僧
で
あ
っ
た
が
、
後
に
熱
烈
な

キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
京
都
で
活
躍
し
名
を
残
し
た
。
一
五
九
三
年
に
長
崎

で
没
し
た
と
い
う
。
盲
僧
と
い
う
か
ら
に
は
、
安
浦
岳
の
山
岳
信
仰
の
側
に

-

一

-
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あ
っ
た
は
ず
の
人
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
の
側
に
身
を
投
ず
る

人
間
が
出
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
山
頂
に
も
十
字
の
石
仏
が
残
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
六
〇
〇
年
、
安
浦
岳
中
興
開
山
、
善
意
の
名
が
史
料
に
あ
ら

わ
れ
る
。
法
印
公
鎮
信
は
自
ら
、
法
印
と
名
乗
り
、
反
対
に
仏
教
を
再
興
し
、

手
厚
い
保
護
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
近
隣
の
諸
公
も
、
仏
弟
子
と
し
て
安
満

岳
と
仏
縁
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
当
時
の
平
戸
は
、
中
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ

ス
パ
ニ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
諸
国
の
貿
易
船
が
港
に
出
入
り
し
、

桧
浦
氏
は
貿
易
で
栄
え
た
頃
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎮
信
は
逆
に
慶
長
四
年

(
1
五
五
九
)
頃
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
を
開
始
し
始
め
、
こ
こ
に
周

知
の
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
歴
史
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
政
策
は
め
ま
ぐ
る
し

く
転
換
し
た
。
翻
刻
す
る
安
浦
岳
縁
起
も
寛
永
五
年
(
一
六
二
八
)
の
銘
が

あ
る
の
で
、
こ
の
頃
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
安
浦
岳
は
二
度
目
の
弾
圧
を
受
け
る
。
明
治
政
府
の
廃
仏
穀
釈

の
嵐
で
あ
る
。
西
禅
寺
は
廃
寺
と
な
-
、
仏
像
仏
具
は
最
教
寺
へ
移
さ
れ
、

大
部
分
の
文
書
は
散
供
し
た
。
白
山
権
現
は
白
山
比
売
神
神
社
と
改
称
さ
れ
、

壱
岐
の
神
官
、
後
藤
正
恒
氏
が
明
治
三
年
に
社
司
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。

0

こ
う
し
て
安
浦
岳
の
歴
史
は
最
後
の
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
翻
刻
す
る
資
料
は
、
そ
う
し
た
中
で
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
F
休
岳

温
知
録
第
九
j
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
休
岳
縁
起
並
口
伝
録
」
の
1
部
で
あ

る
。
(
口
伝
録
は
紙
数
の
関
係
上
省
略
し
た
.
)
『
休
岳
温
知
録
第
九
j
は
平

戸
市
蔵
、
冊
、
七
十
七
頁
、
縦
二
三
・
五
c
m
、
横
一
六
c
m
、
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
、
道
盈
記
と
あ
る
。
道
盈
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
縁
起
の

S
B

原
本
は
前
々
住
、
順
果
が
寛
永
5
年
(
一
六
二
八
)
に
筆
写
し
た
も
の
を
さ

(
4
)

ら
に
正
書
し
た
も
の
と
い
う
。

縁
起
の
内
容
も
近
世
初
期
の
典
型
的
な
も
の
で
、
秦
荘
の
開
山
、
行
基
の

来
山
か
ら
説
き
始
め
る
が
、
休
岳
の
名
称
は
松
浦
氏
存
亡
の
危
機
を
救
っ
た

蝣
E
T
C
S

烏
が
羽
を
休
め
た
所
で
あ
る
所
か
ら
来
た
と
い
う
伝
承
や
椿
の
由
来
が
説
か

れ
、
当
時
の
松
浦
地
方
の
民
間
伝
承
、
人
々
の
自
然
観
を
良
-
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
神
功
皇
后
や
対
馬
の
地
名
伝
承
も
伝
え
、
白
山
信
仰
が
同
時
に
海
民

の
信
仰
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
白
山
妙
理
権
現
を
臨
済
宗
の

祖
、
栄
西
の
招
来
し
た
も
の
と
説
く
な
ど
平
戸
独
特
の
興
味
深
い
記
述
も
あ

る
。
ま
た
、
十
一
両
観
音
を
本
地
と
し
て
そ
の
垂
透
を
伊
井
諾
尊
と
説
-
な

ど
神
仏
混
清
の
様
子
は
修
験
道
の
本
来
の
特
徴
と
も
言
え
よ
う
。
筆
者
個
人

の
興
味
を
引
-
の
は
、
新
羅
の
僧
、
元
暁
、
道
昭
と
い
っ
た
名
が
登
場
す
る

点
で
、
当
時
の
知
識
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
縁
起
の
著
者
の
仏
教
や
修
験
道

の
理
解
で
あ
り
、
視
野
の
広
が
り
で
あ
る
。
様
々
な
観
点
か
ら
、
本
縁
起
は

興
味
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

註

Ⅲ
吉
田
収
郎
r
式
内
社
明
神
社
志
々
伎
神
社
j
芸
文
堂
刊
、
昭
和
六
十
1
年

㈱
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
r
日
本
史
9
」
一
四
一
-
1
四
二
頁
そ
の
他
、
中
央
公

論
社
刊
、
昭
和
五
十
四
年

㈱
浦
恒
一
.
r
宗
教
史
と
し
て
の
安
浦
岳
j
昭
和
四
十
六
年
九
月
稀
、
私
家
版

㈲
福
島
邦
夫
、
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
、
1
般
研
究
(
C
)
研
究
成
果
報
告
書

「
九
州
北
西
部
離
島
に
お
け
る
修
験
道
-
平
戸
諸
島
の
修
験
寺
院
の
歴
史
民
俗

学
的
研
究
」
、
平
成
八
年
三
月
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出居?満テ領ヨ澄
テリ

知烹弼15老

現ノ持殊遥こ彼ノ〇也翁

端諦ス勝ノ西ノ峯二聖O 、

札o霊方,居?観弼㌢神

範妙地望ミ苦7日ト.」 ★右ハ羊蹄
同ナ理有ル見修在ノ

ル

者大事ヲ給へ益変

也菩千祥ハ勤ス身

o薩里ノ雲神軌

峰二給フ見テ宇

泰○筑

澄加紫

登り賀ノ下リ

チ
ウ
ニ
ヨ
コ
タ
バ
リ

宙
横

了

及

チ

イ
ヨ
イ
ヨ
ア
ラ
バ
ル
ル

弥

著

戎

(
ヲ
ワ
)
テ
ス
ナ
ハ

大

(

ノ

)

ヲ

バ

臣
事
也
。
名
園

ナ

ル

ヲ

ル

テ

閑

雅

見

。

語

云フ理
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(
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?

脚

テ

シ

テ

こ

シ

テ

ノ

ヲ

ノ

こ

(
モ
)
ト
ノ
シ

本
如
。

へ
ト
モ

云

文

繁

シ

テ

ニ

ス

テ

ラ

ル

シ

ノ

ヨ

ミ

カ

ヘ

リ

テ

ニ

タ

タ

ス

ム

多忘死
故芝山

野

乗

者

皆

蘇

臥
.

道
路
仔
。
委

ス
ヘ
シ
ト

細
録

天
乱

ヲ
テ

獅
子
麻
立
傭

余
自
己

維
摩
居ラ

カ

タ

ヲ

ヨ

ハ

ス

シ

テ

ヲ

来

唐

人

本

名

呼

此

人

ノ

サ

シ

キ

こ

士

八

方

一

丈

座

敷

三

シ

テ

セ

シ

ム

ユ

キ

糾

ハ

丸
答

(
ナ
ズ
ケ
)
チ

名
万

万
二

千ノ回ト音ヲ

(
弟
)
子
招
請
座
役
小
角
(
右
に

走

出

南

岳

山

コ

ロ

ラ

?

イ

ノ

其

比

南

岳

平戸安浦巌縁起

所吾教等唐衆感云移サ西
口ワス

、土へ生疑ヒ事言阿方

東ク渡.,/済那oレ弥極ス

ヲ
イ
モ
コ
こ

ヲ

テ

、

'岡輿度‾)、ノー>′T "一芸7''、'■巴

諾;釈;ハ喜
岳ニ

=」:

慧'JV居亨孟吉董華ノ霊ス喜持
経

萱妾草紙票-
前

エ.

(
シ
ユ
ウ
)
ク
ニ
ヨ
リ

部

州

十

リ

シ

フ

栄

現
給
。

加
賀
肥

文
殊
、

隔
有

前
之

ノ

タ
(
ラ
)
?
モ
ヲ

国
時

ヲ

レ

ウ

エ

ン

ト

間
遼
遠

ノ

ゴ

ン

ジ

ュ

ノ

也
」
と
の
書
き
込
み
有
)
一
舌
主
(
欄
外
に
「
一

ノ

ノ

ナ

リ

育

主

カ
ミ
ノ

国
葛
木
鴨
明
神
異
名
」
と
の
書
き
込
み
有
)
神
夢

忠

禅

節

金

ニ

K
M

ノ
ツ
テ

乗

ヲ
テ

持
経
道
具
等
取
日

二

ル

ト

本
帰

唐
土
_本I

謹蔓;萄志:大ラ霊口ご丘

芸二亭テ票芽警至二ノ呈二霊ノ讐
禅
師
也
。

ラ
(
モ
タ
)
シ
メ
テ

簡
持

テ

ノ

こ

セ

ラ

レ

テ

依

伊

豆

大

島

左

遷

セ

ラ

ル

ト

イ

ヘ

ド

モ

ヒ

ル

ハ

餌

ト

シ

テ

獄

云

重

畳

然

獄

ア
ヤ
シ
H
r
ル
ニ
イ
ツ
レ
ノ
・
L
コ
ロ

惟

見

何

虜

(
ノ
)岳

衆
僧

セ
イ
ヲ
(
ノ
)

不

正

経

郎惜ミ芸子七也

コ
ウ乞こ

中

吏ヲ是ヨ虚

'

テ

ノ

ヘ

空
歩
西
方

リ

サ

ツ

ケ

テ

レ

ハ

眼

薯

見

毎
ヨ

評、?,夜去ル出;こ

富毎云フ
ト

事,士ノ夜

禅是至知ラ中二

定ヲ如シ。ス在テ

ニ

ラ

レ

人
知

二

テ

、

外
出

夜

亡

兄ガ
ノ

手

香

炉

持

ニ

ス

テ

暁

必

帰

獄

ト

シ

テ

ユ

キ

サ

ル

々

之

去

。

(
左
に
「
ロ
ウ

シ

ス

こ

ク

(

ギ

n

ウ

)

有

云

這

般

異

人

悪

貨

向

チ
(
モ
ウ
ク
)
ク
コ
レ
ツ
ラ
ノ
餌
ノ

と
の
書
き
込
み
有
)

ア
シ
ク
(
ア
)
タ
り

蒜、蒜70々トー「!、 !、享等ラ禁訴三和ノ

こ

(

ワ

ズ

ラ

ビ

)

ヲ

ナ

サ

ラ

ル

ヘ

シ

ト

テ

シ

ャ

メ

ン

シ

テ

ヲ

サ

ル

ノ

チ

ヲ

ン

テ

ト

ナ

シ

テ

ヲ

国

煩

作

被

赦

免

獄

出

。

其

後

草

結

船

作

田

ノ

セ

テ

ハ

ホ

ユ

ノ

上
役
小
角
鉢
孟
(
左
に
「
ホ
ユ
ト
ハ
三
衣
1
鉢
ノ
バ
チ
ノ
コ
ト
ナ
リ
」

こ

テ

ヘ

ル

ニ

と
の
書
き
込
み
有
)
磨
量
器
乗
唐
土
渡
。
道
昭
法
師
唐
土

(
左
に
「
彼
与
」
と
書
き
込
み
有
)

シ

ノ

ニ

テ

ス

在

時

、

五

首

群

虎

共

来

作

礼

。

一

餐
チ

嵯サ母ノ聞ス大新

歎;安○唐ノ羅
62,

。ス否然享玄国

グ
ワ
ン
ゲ
ウ
ハ

之
元
暁
異
人
也

0

ハ
ヲ

弊
天
笠

チ後
大
枚

こ

ホ

シ

ク

へ

聞
思

通主君十

路喜経,六
万背七年

事
跡
多
端
難
文
繁
故
暑
。

ア

ン

キ

ヤ

シ

テ

ミ

ポ

ク

行

脚

百

三

十

ヶ

国

耳

目

見

ヲ

ウ

テ

ニ

レ

御

こ

テ

ク

カ

負

大

唐

帰

。

万

回

語

云

我

ナ
リ
ト
(
イ
ヘ
)
モ

ナ
ル
カ
こ

ハ

S

こ

キ

(

ガ

)

ホ

(

ウ

)

ヲpロ

ク

(
ク
)

日
新

g

万

回ノ
ド

モ

石クー_I

盟

也
0

戟

往享

帰

国ノ

事,

至力色
父力々ノ

w*
モ
ン
馳
ト
ケ
カ
タ
シ
ト
テ

聞

遂

難

云

母二

月エ
ロク

白p

-h

石テ
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ノ

肉

眼

所

駈
)
も
カ
ル

間予7V山フ所ノ白

、答テ名昔山

人ノ云ク法在完妙

為こ過華ト霊理

法去二云フLU7菩
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リ
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フ
ク
セ
ス
ト
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云

ノ
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1
#
2

テ

ー

ト

ス

以
本

ス
ナ
ワ
(
チ
) r..王∑.

孟自作サ小

乃

意也自現神-
曽¶在ノ、明ノ国二郎
日又

(
趣
か
?
)
如
何

妙

光

菩

薩

八

十

小

妙
光
菩
臥
〈
F
'
チ
是

変行現-匝孟
聖蒜墓ハ蒜釈一志本-孟
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ノ＼
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故
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ヒ
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ル

ク
ナ
ル

ヲ

シ

モ

フ

ヘ

浄

定

自

時ナ弟年ノ
リ

o子

浄

山二定二

還テ語テ

柿,云ク

採
成
風

至泰
港

′‾・一・}又

整蒜,竺芸;云主空ノ又o
秦

岡
本

吋
ノ澄

肉
年
、

ト
シ
テ

地
伊

こ

西
方

カ
タ
ジ
ケ
ナ
ク

香

三
鈷
杵

ト
ツ
テ
釦
ノ
コ
ク
ニ

ヽ

心音師ヤ定モ授クト

泰
澄
乎
。

・

モ

ノ

キ

ノ

是
如
事

王
公
以

ド

奇
也
。

L
^
^
K
S

メ

シ

セ

ラ

ル

浄

定

一

人

召

具

泰

3
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^
^
^
E

秋

、

主

上

悩

有

御

祈

ノ

タ

メ

こ

祷
為

ヲ
ホ

澄
晴

ノ

白
山

ヲ
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メ
シ
)
テ
ニ

泰

澄

宣

都

ジ
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こ
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ス

時

及

参

内

シ

ツ

ニ

ア

リ

こ

室

在

急

々

こ

シ

テ

セ

ラ

ル

ト

本
帰
朝
(
披
)
露
云
云
。

徳ノ今ノ文以テ山養シ勤希東菩

臥釈四
カ

此ノー奉芸事有ノ方薩ノ
レ

ト

僻固二晩顕レ山名三偽,定テ、相ア大必ス、作ス千身チJf-ル

竺蒜ス孫Z示シ安疑;袷;侶十衆T妙弥結フ法過o′r衆ノ此ノ是ノ0世也

:ど

J. T - _ -..,t HJ_ _⊥ヒⅠゴI PJフゾ一_グT

札ト璽呈;霊生こ慈仰シ方生,理胞-時キ華去ノ‾疑希念ヲ今界ヲ0石フニ、経ヲ諸々こ心輔ノ作ス此ノ照享霊

。任:山Z座空昔芸雷1礫bシ葺霊聖ノ説キ備モ解滅怖文傭ノ四山亡コ曲コ`L. 」L. L. -1-暮_J」_セ-

余至、事主至と

i・我跡ハ梅林

老意只多大至

拙臆口僧祷
0

己至談シ倖都

受他ノ現前
チ

主僑o司

車力,簡昔
グ

ル

ヲ

レ

級

見

之

噸

罪

m

価

候
0

ス

ル

ト

イ

ヘ

ド

モ

シ

衆頂
坐,礼シ

テ

ヲ

ヒ

縁Srl視

給フ結
Jtfcu^"欝*a.冒
0 、テoン過

0

0

._J人A Jhrr

土給フ警這聖給ヱ空ノ慧欲施珠ハ神華鍋倉、一一

通六

光瑞

明ノ相軌

相
誰

苧三'SL:是l至三÷:
一.-ヽ

欄至群呈薩二文諸‾‾ ヽI_

。
仏

セ
ツ
軸
.
l
シ
テ

刺

'`【こ・丁

福奉,身,菩≡聖芸事表中聖竺盲昔二量ノ
7‾

≡;蔓-宝鮮碧ヲ蜜

ノ、

コ

シ

華ト細

寿,苦現ス薩= '"、殊,故=

同
事厄二明ノ康呂

、於テ鹿智

海ノ能ク大慧

戟 セ
ズ

録
。

法盲=

疑
問
給
云

ヲ

キ

フ

華
経
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ト
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古

ヲ

ハ

レ
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カ

フ

へ

キ

シ

カ
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K
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平戸安浦嫌縁起

シ

シ

ヲ

ケ

ガ

シ

ニ

サ

グ

マ

ル

損

文

字

中

絶

後

日

写

本

耕

白

紙

了

O

五

I

㌔

年

十

一

月

十

八

日

m

前
々
住
、
順
果
八
(
々
)
一
歳

昔

住

全

海

(4) (3) (2)(1)

無シ誰

千〇カ此

時之所縁

寛政記号起
政弟敦正

ノ㌦子0本

辰幕芸前先

七至後任

月之;虫順

廿補シ損ス果ノメ

畢墾正≡

日oヌド
若モ筆

_之

本吉有。

非JT、 o

常ノ此

ヽノ本
其
後

ソ

ナ

ヘ

ニ

ル

モ

ノ

戒
似

r
a

扶
桑
国
と
は
日
本
国
の
総
名
。

智
は
、
非
常
に
長
い
間
。

韻
葛
と
統
み
、
は
っ
き
り
と
明
ら
か
な
様
子
。

浮
鼓
は
r
桧
浦
記
集
成
」
に
よ
れ
ば
、
肥
前
国
松
浦
郡
白
木
山
の
こ
と
。
筑
紫

富
士
と
も
吉
井
獄
と
も
云
う
。
白
山
権
現
が
ま
つ
ら
れ
、
航
海
安
全
、
漁
民
の

信
仰
を
集
め
た
と
云
う
。

㈲
r
泰
澄
和
尚
伝
記
j
(
天
徳
本
)
に
よ
れ
ば
、
秦
荘
は
鵜
前
国
、
麻
生
津
生
。
父

は
三
神
安
角
、
母
は
伊
野
氏
。
誕
生
は
白
鳳
二
十
二
年
.
浄
定
を
弟
子
と
し
て
、

加
賀
白
山
を
開
山
。
養
老
六
年
(
七
二
二
)
水
高
天
皇
の
御
不
予
を
加
持
し
全

快
さ
せ
る
等
、
活
躍
し
た
と
云
う
。

道
盈

升
三
世

6

m
-
1
H
U

書
下
し
文
凡
例
及
び
駐

(
凡
例
)

古
書
体
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
現
代
の
字
体
に
改
め
た
。
多
字
判
の
正
字
は
略
字

に
改
め
た
。
但
し
、
原
文
の
意
を
表
す
た
め
に
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
解
釈
上
筆

者
が
補
っ
た
字
は
(
)
で
示
し
た
。
原
文
中
へ
虫
食
、
欠
字
は
口
で
示
し
、

筆
者
の
責
で
補
っ
た
。
返
-
点
は
省
略
し
た
。
原
文
中
の
右
側
に
カ
ナ
で
フ
リ
ガ
ナ

が
付
記
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
れ
を
生
か
し
た
。
原
文
中
の
左
の
フ
リ
ガ
ナ
は
(
)

で
示
し
た
。
但
し
、
筆
者
の
補
っ
た
も
の
は
(
)
で
示
し
た
。
又
、
濁
点
は
原
文

の
ま
ま
と
し
、
補
訳
の
み
付
し
た
。
欄
外
の
書
き
込
み
は
そ
の
都
度
(
)
の
中
に

示
し
た
。

鵬的(㍗(摘細的0.8的仕0(9)(8)(7)

兼
考
π
年
こ
L
叱
l
批
)
、
泰
港
が
白
山
に
登
嶺
.
同
三
年
頂
上
に
十
1
両
観
音

を
紀
り
、
高
旬
麓
媛
を
崇
敬
。
そ
の
後
、
白
山
比
噂
の
神
と
も
、
白
山
妙
理
大

菩
薩
と
も
。
大
汝
峰
に
は
大
己
貴
を
紀
-
、
本
地
阿
弥
陀
如
来
を
置
い
た
と
云

う
。
(
「
白
山
記
」
)
そ
の
後
、
頂
上
に
三
神
が
お
か
れ
、
中
央
女
神
と
菊
理
嬢
、

右
は
伊
弊
常
尊
、
左
は
伊
弊
再
と
記
す
。
(
r
大
永
神
書
」
白
山
神
社
蔵
大
永

.
<
,
許
二
五
二
八
)
)

愛
染
と
は
情
欲
、
も
し
-
は
、
何
か
に
対
す
る
激
し
い
情
熱
。

三
十
二
相
か
?
俳
の
肉
身
や
転
籍
塑
王
に
備
わ
る
三
十
二
の
優
れ
た
吉
相
。

久
遠
劫
、
無
限
に
遠
い
過
去
。

応
供
、
如
来
の
十
号
の
1
つ
.

遁
智
、
四
柿
の
理
を
完
全
に
了
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
。

僅
間
、
こ
こ
で
は
世
俗
的
欲
望
と
解
し
た
。

師
債
、
四
価
力
(
?
)
金
剛
界
旦
陀
羅
に
お
い
て
大
日
如
来
の
四
方
に
位
置
す

る
傍
。

世
尊
、
釈
迦
、
仏
陀
。

5

E

3

は

弘
督
洙
如
海
、
法
華
経
「
弘
い
な
る
誓
い
深
き
海
の
如
く
劫
を
歴
る
と
思
譲
し

え
ざ
ら
ん
。
」

怖
長
、
畏
怖
か
(
-
)
'

日
城
日
本
国
の
こ
と
。

噂
畔
、
高
く
険
し
い
様
子
0

-

i

-
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赫
職
、
赤
-
さ
か
ん
な
様
子
。

替
首
、
首
が
地
に
着
-
ま
で
体
を
屈
す
る
こ
と
。

正
像
末
、
正
法
と
像
法
と
末
法
。
正
し
い
教
え
の
破
壊
さ
れ
た
末
世
。

極
政
の
誤
り
(
か
?
)
救
済
の
意
。

自
山
大
汝
峰
に
配
ら
れ
る
。
通
称
大
国
主
の
命
。

西
剃
、
西
ノ
国
土
の
こ
と
。

神
字
、
神
の
地
。

奈
良
時
代
の
高
僧
、
天
武
十
年
(
六
八
1
)
生
。
和
泉
の
人
。
養
老
及
び
神
亀

年
間
、
諸
国
を
巡
遊
。
地
境
設
置
、
寺
院
、
道
路
、
橋
等
を
建
設
。
天
平

二
十
一
年
(
七
四
九
)
寂
。

託
生
、
姿
を
借
-
て
生
ま
れ
る
こ
と
。

孔
子
、
老
子
、
釈
迦
と
解
す
る
と
中
国
の
影
響
を
重
-
見
る
こ
と
と
な
る
。

款
の
俗
字
、
款
密
と
は
う
ち
と
け
て
親
し
く
な
る
こ
と
。

も
く
れ
ん
科
の
有
毒
常
緑
樹
。
全
体
に
香
気
有
り
、
仏
前
に
供
え
る
。
線
香
の

材
料
と
も
な
る
。
ち
な
み
に
長
崎
市
外
の
式
兄
は
、
棟
よ
り
取
っ
た
と
云
う
。

反
晴
、
親
鳥
が
子
鳥
に
餌
を
や
る
こ
と
。
ち
な
み
に
、
松
浦
氏
に
は
霊
鳥
に
よ
っ

て
、
窮
地
を
救
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
鳥
が
羽
を
休
め
た
た
め
、
休
森

と
も
。
山
中
に
鳥
に
餌
を
供
え
る
「
え
さ
石
」
有
り
。

現
在
の
頂
上
に
は
簡
素
な
本
殿
有
-
。
本
殿
裏
に
は
巨
石
有
-
。
そ
こ
よ
り
生

月
を
望
む
。
村
人
は
そ
こ
ま
で
、
は
だ
し
参
り
を
し
た
と
い
う
。
(
筆
者
聞
き

書
き
)

泰
澄
が
安
浦
巌
に
初
め
て
登
っ
た
時
、
既
に
別
の
宗
教
者
の
集
団
が
居
-
、
そ

れ
を
天
拘
と
呼
ん
だ
も
の
か
?

本
文
中
に
は
「
米
女
」
と
あ
る
が
、
意
味
を
考
え
釆
女
と
補
っ
た
。

堅
牢
天
女
、
地
神
盲
僧
の
伝
承
で
は
堅
牢
地
神
と
い
う
神
が
語
ら
れ
る
。

捧
打
「
ス
イ
ダ
」
と
読
む
の
が
正
し
い
。
む
ち
で
打
つ
こ
と
。

和
光
同
塵
、
知
恵
の
力
を
洙
-
秘
め
、
顕
わ
さ
い
こ
と
を
和
光
と
云
い
、
世
の

塵
俗
に
交
わ
る
こ
と
を
同
塵
と
云
う
。

仙
紗
頂
上
.

市
塵
、
町
の
家
、
こ
こ
の
文
は
修
験
の
修
行
生
活
を
表
現
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

脱
、
手
向
け
と
書
き
、
神
へ
の
捧
げ
物
の
こ
と
。
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歳
、
僅
か
と
同
じ
意
味
。

葉
上
は
栄
西
の
別
渡
、
後
に
千
光
大
法
師
の
徹
号
を
宋
の
朝
延
よ
-
、
賜
わ
っ

た
と
も
い
う
。

虚
庵
景
徳
寺
天
台
山
高
年
禅
寺
に
お
け
る
栄
西
の
師
僧
。

聖
福
寺
は
栄
西
の
開
山
と
伝
え
る
臨
済
の
古
剃
。
建
久
二
年
(
二
九
五
)
創

建
。
日
本
最
初
の
禅
寺
。

鷹
化
利
生
、
仏
菩
薩
が
姿
を
変
え
て
、
こ
の
世
に
出
現
。
衆
生
の
た
め
に
法
を

説
く
こ
と
。

鹿
渋
、
荒
-
、
し
ぶ
い
こ
と
。

者
婆
、
ジ
ー
ヴ
ア
カ
の
写
音
。
プ
ツ
タ
時
代
の
名
医
。

自
竜
、
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
い
毛
の
輪
の
は
え
た
所
、
仏
は
そ
こ
か
ら
光
を
放

つ
と
さ
れ
る
。

安
浦
岳
に
は
楊
柳
山
西
禅
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。

万
国
「
何
度
も
」
の
意
味
。
こ
こ
で
は
人
名
。

音
聞
、
音
間
、
た
よ
-
の
こ
と
。

嵯
欺
、
な
げ
く
こ
と
。

主
語
は
元
暁
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
新
羅
の
元
暁
が
、
玄
葬
の
手
紙
を
取
-
つ
ぎ
、

万
回
と
呼
ば
れ
た
こ
と
と
な
る
。

役
小
角
、
修
験
道
の
狙
、
奈
良
時
代
、
青
野
の
金
峰
山
、
大
峰
な
ど
を
聞
く
。

二
n
B
主
の
練
に
よ
っ
て
伊
豆
に
流
さ
れ
る
o

鼻
然
、
や
す
ら
か
な
様
子
。

這
般
、
シ
ャ
バ
ン
「
こ
れ
ら
の
」
の
意
味
。

所
伏
、
所
領
か
?

昭
、
道
昭
法
師
の
こ
と
。

主
上
、
天
皇
の
こ
と
。

晴
時
、
申
の
時
、
現
在
の
午
後
四
時
頃
。

成
ノ
勉
、
戊
の
刻
、
現
在
の
午
後
八
時
頃
。

抜
舌
、
抜
舌
地
獄
か
ら
か
、
言
葉
に
よ
っ
て
舌
を
抜
か
れ
る
地
獄
。

朱
耕
、
美
人
の
赤
い
口
、
転
じ
て
口
が
う
ま
す
ぎ
る
こ
と
。

焚
柵
経
、
菩
薩
の
階
位
と
戒
律
に
関
す
る
経
典
。

周
匝
、
め
ぐ
り
ま
わ
る
こ
と
。
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四
華
、
四
果
か
?
小
乗
仏
教
で
は
修
道
の
段
階
に
四
つ
有
り
と
云
い
、
そ
れ
ぞ

れ
に
得
ら
れ
る
果
報
を
青
う
。

六
瑞
相
、
仏
が
法
華
経
を
説
い
た
時
に
あ
ら
わ
れ
た
六
種
の
日
出
た
い
現
象
。

剃
、
剃
郡
、
短
い
間
。

依
情
、
た
の
み
と
す
る
こ
と
。

1
六
二
八
年
。

「
々
」
と
読
む
と
八
十
八
歳
、
「
与
」
と
読
む
と
八
十
一
歳

一
七
九
六
年
。

二
九
九
六
年
四
月
三
〇
日
受
理
)

な
お
、
本
稿
は
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
r
九
州
北
西
部
に
お
け

る
修
験
道
-
平
戸
諸
島
の
修
験
寺
院
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
」
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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